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戦争文学 としての『赤い武功章』に
ついての一考察
三 留 修
(1)
戦記物 とか戦争小説 といわれ る分野 の作 品は古 くか ら発表 されて いる。 ア
メ リカ文学 の中 で も,ア メ リカ人が体験 した南北戦争(TheCivilWar,1861
-65),第一次世 界大戦(WorldWarI,1914-18),第二次世 界大戦(World
WarII,1939-45),朝鮮戦争(TheKoreaWar,1950-53),ベトナム
戦争(TheVietnamWar,1954-73)などを題 材 と した作 品が数多 く出版
され てい る。
各時代 の識者 たちが,平 和 を願 い,戦 争の悲惨 さにつ いて訴 えなが ら,現
在 も世 界の どこかで戦 闘が行われ てい る。文明が進歩 し,核 の脅威 にさ らさ
れ なが ら も戦争 の終結 をみ ない ところ に,人 間の限界が あ るのだ ろ うか。有
史以来,人 間 は戦争 に まきこまれ る生 活 を くり返 してい る。無意味 なこ とと
わ かって いて も避 け られ ない戦争 の残 した傷跡が 、文学者 の大 きなテーマ に
もなって いる。
戦 争小説 に関 しては,(1)戦争 は忍耐,連 帯,苦 悩 に正 面か らぶつ かれ る機
会 であ り,一 般 人が思 いが けない力 を出 し,底 力 を発揮 す る。(2)戦争は科 学
技術社 会の究極 の 目的 とな りかねな い。(3)暴力が合法化 され た とき,そ の結
果 と して何が もた らされ るか。(4)戦争 は万全の組織化 され た政府事 業計画 に
す ぎな い,と い うようなこ とが言われ ている。(1)
これ らの言葉 は ノーマ ン ・メイ ラー(NormanMailer,1923-)やジェイ
ムズ ・ジ ョー ンズ(JamesJones,1921-)の作 品の中 にみ られ る。主人公 を
含めてすべ ての登場人物が正 気 を失 って しまうとい う作 品 を描 く作家 もいれ
ば,表 面上 はあ くまで冷静 に行動す る人物 を描 く作 家 もいる。
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ア メ リ カ 文 学 の 戦 争 小 説 で 知 ら れ て い る も の と し て 次 の よ う な 作 品 が あ る 。
ス テ ィ ー ヴ ン ・ク レ イ ン(StebhenCrane,1871-1900)の 『赤 い 武 功 章 』
(TheR64Bα砲60fCourage,1895),『オ ー プ ン ・ボ ー ト』(TheOpenBoat,
1898),『戦 争 は や さ し』(WarIsKind,1899),アー ネ ス ト ・ヘ ミ ン グ ウ ェ イ
(ErnestHemingway,1899-1961),の『武 器 よ さ ら ば 』(、4Farewellto
.47撚,1929),『誰 が た め に 鏡 は 鳴 る 』(ForWhomtheBellTolls,1940),ド
ス=パ ソ ス(JohnDosPassos,1896-1970)の『三 人 の 兵 士 』(ThreeSol-
dies,1921),ジェ イ ム ズ ・ ミ ッ チ ェ ナ ー(JamesMichener,1907-)の 『トコ
リの 橋 』(Theβ γ∫㎏ θatTokoyi,1953),ノーマ ン ・メ イ ラ ー の 『裸 者 と死 者 』
(TheNakedandtheDead,1948),カミ ン グ ズ(E.E.Cummings,;・,
1962)の 『巨 大 な 部 屋 』(TheEnormousRoom,1922),ジ ョ ン ・ハ ー シ ー
(JohnHersey,1914-)の 『ア ダ ノ の 鐘 』(ABellforAdano,1944),『ヒ
ロ シ マ 』(Hiyoshirna,1946),アー ウ ィ ン ・シ ョ ー(IrwinShaw,1913-)の
『若 き ラ イ オ ン た ち 』(TheYoungLions,1948),ハー マ ン ・ウ ォ ウ ク(Her-
manWouk,1915-)の 『ケ イ ン号 の 反 乱 』(TheCaineMutiny,1951),ジ
ェ イ ム ズ ・ジ ョウ ン ズ の 『こ こ よ り永 遠 に 』(FromHeretoEternity,1951),
『ピ ス トル 』(ThePistol,1958),『細 い 赤 い 線 』(TheThinR64Line,1962),
ジ ョウ ゼ フ ・ヘ ラ ー(JosephHeller,1923-)の『キ ャ ッ チ ・22』(Catch‐22,
1961),ジョ ン ・ホ ー ク ス(JohnHawkes,1925-)の 『人 喰 い 人 種 』(The
Cannibal,1949),カート ・ヴ ォ ネ ガ ッ ト(KurtVonnegut,1922-)の 『第
五 屠 殺 場 』(Slaughterhouse‐Five,1969)等で あ る 。 こ れ ら の 作 品 は,前 述
し た 戦 争 に 加 え て,米 西 戦 争(TheSpanish-Cuban-AmericanWar,1898)
と ス ペ イ ン 内 乱(CivilWar,1936-39)など が 題 材 に と り あ げ ら れ て い る 。い
ず れ の 作 家 も,戦 場 の 人 間 を描 く こ と で 芸 術 に ま で 高 め ら れ る と し て,ア メ
リ カ で は 大 量 の 戦 争 小 説 が 発 表 さ れ て い る 。 そ こ で は 大 き な 力 に よ っ て 翻 弄
さ れ る 人 間 の 姿 が 描 か れ て い る 。
(2)
『赤 い 武 功 章 』 は ,ス テ ィ ー ヴ ン ・ク レ イ ン を 有 名 に し た 作 品 で,ア メ リ
カ の 戦 争 小 説 の 古 典 と し て,ヘ ミ ン グ ウ ェ イ の 『武 器 よ さ ら ば 』 と並 び 称 さ
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れ ている。ク レイ ンは兵 士 としての体験 な しに,南 北戦 争 に関す る文献 を読
み,こ の戦争 で生 き残 っていた老兵 たちか ら,体 験談 を聞 きあ さってこの作
品 を書 いた。 と くにこの作 品の場面 と して クレイ ンが描 いたのは,1863年4
月末か ら5月 にかけ てのチ ャンセ ラーズヴ ィル(Chancellorsri11e)とい うヴ
ァージニ ア州の小 さな村 での戦 闘で ある。(2)しか し,作 品の中 には地 名は ご
くわずか しか出て こない し,日 時は まった く出 てこない。 また,主 人 公のヘ
ン リー ・フ レミング(HenryFleming)も,ほとん どの場合,た だ 「若者」
(theyouth)として登場 している。
戦闘場面 は もちろん随所 に描 かれ ているが,こ の作品 では登場 人物 の心理
的 な面 に重点が おかれ ている。他 の戦争小説 にお いて も,ど ち らか とい うと
登 場人物 の心 の動 きを中心 に描 かれ ている ものが多 い。戦争 での個人 の体験
がいか に正確 に描 かれ た として も,読 者 に現 実の もの としては伝 わ りに くい
ものであ る。
主 人公のヘ ン リー ・フ レ ミングは,戦 争 を 「自国の戦争 を不信 の感 を もっ
てながめて いた。 それは一種の遊 び ごとにちがい ないと思 った」(Fromhis
homehisyouthfuleyeshadlookeduponthewarinhisowncountry
withdistrust.Itmustbesomesortofplayaffair.)(3)とみ ていた。 そ し
て彼 は,行 軍(marches)とか,包 囲(sieges)とか,戦 闘(conflicts)とか
い う記事 を読 んで,自 分 の眼で見 たい と思 うよ うになった。彼 は英雄 を夢 見
て,母 の とめ るの も聞かず に入隊 して しまう。 入隊 した部隊 は駐 屯地 に着 く
たびに,食 事 を与 え られてちや ほや されたの で,彼 は本 当に 自分 は英 雄 にち
が いない と思 い こむ 。現 実の戦争 は死 闘の連続 で,そ の問 は睡眠や 食事の暇
もろ くにない もの と思 い こんで いた若者 は,野 営 陣地で何 ヵ月 もじっと して
いる生活が続 くので,命 がけで戦お うとい う厳 しい感情 が失われ てい く。 と
同時 に不安 な気持 になってい く。
作戦 につ いて何 も聞 か されて いない若者 た ちは,何 の前ぶれ もな くいきな
り激 しい戦 闘に まきこまれ る。 この作 品の中で,ク レイ ンは,戦 争 を「怪物 」
(monster)とか 「機械」(machine)と呼 び,兵 隊 たちはその巨大 な機械 の小
さな一部分 として行動 を強い られ る。英雄 であ る と思 ってい る若者 も,実 戦
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では逃げ出すのではないかという不安 を次のように表現 している。
暗 闇 の 中 に,彼 は 幻 影 を 見 た 。 そ れ は ほ か の 者 が 平 然 と し て 祖 国 の た め
に 働 い て い る の に,自 分 の 背 後 で は 無 数 の 舌 を持 っ た 恐 怖 心 が ペ チ ャ ク チ
ャ し ゃ べ っ て,自 分 を 逃 走 さ せ よ う と し て い る 幻 影 で あ っ た 。 彼 は と て も
こ ん な 怪 物 と 対 抗 す る こ と は で き そ う も な い こ と を 悟 っ た 。(lnthedark-
nesshesawvisionsofathousand-tonguedfearthatwouldbabble
athisbackandcausehimtoflee,whileothersweregoingcoolly
abouttheircountry'sbusiness.Headmittedthathewouldnotbe
abletocopewiththismonster.)(4)
や がて現 実の戦 闘にぶつか ると,若 者 は突如逃 げ出 し,さ らに脱走 を くわ
だ てる。 そ して 「自分 が逃げたのは全滅が近づ いて きた ためだ,と 彼 は 自分
に言 い聞 かせ た」(Hehadfled,hetoldhimself,becauseannihilation
approached.)(5)と考 えた り,次 の よ うに 自分の逃走 を正 当化 しよ うとす る。
頭 を 働 か せ て よ く考 え れ ば,不 可 能 な こ と は 分 か っ て い る の に,そ の 陣
地 を 守 ろ う と し た 彼 ら の 頭 の 悪 さ,そ の た め に 彼 は ひ っ く り返 さ れ,踏 み
つ ぶ さ れ た の だ 。 彼 自 身 は,暗 い 所 に い て も遠 くが 見 え る 眼 力 の 持 ち 主 だ
か ら,す ぐれ た 知 覚 と 知 識 に よ っ て 逃 げ た の だ 。 彼 は 戦 友 た ち に 対 し て 激
し い 怒 り を 感 じ た 。 彼 ら が ば か だ っ た こ と は 証 明 で き る,と 彼 は 知 っ た 。
(Hehadbeenoverturnedandcrushedbytheirlackofsensein
holdingtheposition,whenintelligentdeliberationwouldhavecon-
wincedthemthatitwasimpossible.He,theenlightenedmanwho
looksafarinthedark,hadfledbecauseofhissuperiorperceptions
andknowledge.Hefeltagreatangeragainsthiscomrades.He
knewitcouldbeprovedthattheyhadbeenfools.)(6)
また,若 者は森の中に逃げこんでみると,リ スが物音に驚いてすばや く逃
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げ る姿 を見 て,彼 は 「自然」(Nature)が同 じ考 えであ るこ とを感 じなが ら,
自分の とった行動 を正 当化 す る。 リスの行動 を見 て,若 者 は勝 ち誇 った気持
にな り,「自然」は心 に落 ち着 きを与 え,生 命 を もった美 しい野原で あ り,悲
劇 を嫌 う女性 であ る と想像 した。 しか し,彼 は たえず後 ろめた い罪の意識 に
さいなまれ る。恐怖感 にお そわれ た若者が,ひ たす ら逃 がれ ようと してい る
ときに,幼 なな じみ の戦 友 ジム ・コ ンク リン(JimConklin)に出会 う。ジム
は負傷 して後 方へ退却 す るところだ った。若 者 はジムの看護 につ とめ るが,
ジム はま もな く息 をひ きとる。若者 は途 方に くれ るが,彼 と同 じよ うに恐怖
の ため に退却 す るひ と りの兵士 と出会 う。ふた りのあいだ にち ょっ とした い
さか いが あ り,そ の兵 士が 「小銃 を器用 に力 いっぱい振 りまわ した。それが
若 者 の頭 にガツ ンとぶ つか った。男 はその まま走 り去 った」(Headroitly
andfiercelyswunghisrifle.Itcrushedupontheyouth'shead.Theman
ranon.)(7)ために頭 に傷 をうけ る。 この怪我 があ とで若者 に幸 いす るのであ
る。 もっ ともこの負傷 も 「弾がかす ったのだ。 まるでだれかが お前 の頭 を混
棒 で な ぐったみた いにへ ん なこぶが で きてい る」(Yeh'vebeengrazedby
aball.It'sraisedaqueerlumpjestasifsomefellerhadlammedyeh
onth'headwithaclub.)(8)と治療 をうける ときに,な ぐられた傷だ と見破
られ そ うにな るが,人 の良 い兵士 たちはそれ以上せ ん さ くしよ うとは しなか
った。
若者 は傷 を負い,気 を失 いそ うにな りなが ら,何 とか部隊 にたど りつ く。
彼 は歩 きなが ら傷 の こ とばか り考 えていた。痛みが あ るうちは自分 の状 態 を
測れ ると思 ってい たが,痛 み を感 じな くな ると,彼 は不安 におび え るのだ っ
た。 その うちに故 郷 の ことが頭 に浮 かんで くる。 そ うこう している うち に,
彼 は部隊の戦 友 に出会 って助 けられ る。はげ しい戦 闘の あとの部隊 では,戦
友の 人間性 が大 き く変 って しまっていた。「声の大 きな若 い兵士」(theloud
youngsoldier)はヘ ンリー にや さ しく気 を配 って くれて,ほ しい物 を食べ さ
せ て くれ た。
戦闘 を経験 した こ とで,若 者だ けでな く他の兵士 の人柄 も変化 してい く。
ここです ぐに主 人公 の 「成長」 と言 えるか ど うか は速 断 しかね るが,と にか
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くヘ ン リー ・フ レ ミングは人が変 り,し たたか になってい く。彼 は最初 の戦
闘で逃 げ 出 した こと も,頭の負傷が味方 にな ぐられ た ものであ るこ とも,見つ
か る心配 が な くな り,「彼 は今や 自尊心 を完全 に取 り戻 した」(Hisself-pride
wasnowentirelyrestored)(9)ので ある。 彼が ふた たび男 ら しい態度 を と
れ るの も,「もう何 も見つ か りは しないの だか ら,裁 判官 の 目と自分の 目が合
って もひ るむ ことはなか った」(Sincenothingcouldnowbediscovered
hedidnotshrinkfromanencounterwiththeeyesofjudges.)(1①か らで
ある。それ どころか,自 分 の逃去 は棚 に上 げて,「彼 は戦場 か ら逃げ出 した兵
士 たちの こ とを思 い出 した。彼 らの恐怖 にお びえた顔 を心 に浮 かべて,彼 は
軽べっ した」(Herememberedhowsomeofmenhadrunfromtheba-
the.Asherecalledtheirterror-struckfaceshefeltascornforthem.)(11)
というよ うに変 って しま う。 この段 階では まだ勲章 ものだ とほめ られ るか ど
うか はわ か っていないが,こ の後 のヘ ン リー は人が す っか り変 り,軍 旗 を も
って最 前 線 に立つ ほ どの勇気 を示 すのであ る。
しか し,若 者 は ときに精神状態 に異状 をきた した ような行動 にで る。他の
兵士 も同 様の状態 にな る。
この 猛烈 な突撃 に よってひ どい混乱 が起 きた。気 ちが いの よ うに突 き進
む兵士 たちは,ど っ とときの声 をあげたが,そ れ は暴徒 の よ うに野蛮 な声
であ りなが ら,ま た鈍 い者 や無感動 な者 をも奮 い立 たせ るよ うな奇妙 な調
子 をもった声で あった。それ を聞 くと興奮 のため気が狂 って,み かげ石 や
しんち ゅうにぶつ か って も,前 進 をや め られ ないの ではな いか と思わ れた。
そ こには絶望 や死 と対決 し,優 劣の差 を平 気で無視す る熱狂 的 な ものがあ
った。 それは一時的 な ものだが,自 己 を放心 させ る崇高 な精 神 であった。
おそ ら くその ような精神状態 であ ったか らこそ,あ とにな って若者 はなぜ
自分 が そこにい るのか を不思議 に思 ったのであ ろう」(Therewasafren-
zymadefromthisfuriousrush.Themen,pitchingforwardinsanely,
hadburstintocheerings,moblikeandbarbaric,buttunedinstrange
keysthatcanarousethedullardandthestoic.Itmadeamadenthu一
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siasmthat,itseemed,wouldbeincapableofcheckingitselfbefore
graniteandbrass.Therewasthedeliriumthatencountersdespair
anddeath,andisheedlessandblindtotheodds.Itisatemporary
butsublimeabsenceofselfishness.Andbecauseitwasofthisorder
wasthereason,perhaps,whytheyouthwondered,afterward,what
reasonshecouldhavehadforbeingthere.)働
田舎の ご く普 通の青年 が,恐 怖 の ため に戦 場か ら逃 げ出 したばか りなの に,
わずか2日 間で人間が これほ どまで に変 って しま う。 これが戦 争 とい う精 神
の極 限状 態 での人間の行動 なので あろ うか。
恐怖 心が幻覚 に移 り,そ こに疲 労が重 な って ある種 の陶酔状 態 にまでな っ
て,そこでご く普 通の 人間が,信 じられ ない ような行動 をや っての ける ことに
な る。 『武器 よさ らば』の フ レデ リック ・ヘ ンリー(FredericHenry)は重
傷 を追 いなが ちも回復す ると前 線 に復帰 す るが,カ ポ レッ ドの大退却 の とき
にはスパ イにまちがわれ,身 の危険 を感 じて川 に とび込 み逃走 す る。 『誰が
ため に鐘 は鳴る』の ロバ ー ト ・ジ ョーダ ン(RobertJordan)は終始冷静 に
指揮 をと り,当 初の 目標 を達成 し,最 後 には命 を落 とす。ヘ ミングウ ェイの
描 く戦 争小説 の主人公 は,冷 静 に行動 し,興 奮す るこ とは少 ない。ステ ィー
ヴ ン ・クレイ ンの描 くヘ ンリー ・フレ ミングは,年 令的 に前述の2人 よ りも
若 く,参 戦前 には戦争 をロマ ンテ ィ ックに考 えていたせ い もあ り,精 神 の ぐ
らつ きが はげ しい。実際 に戦場 へ行 つたこ との ないク レインの作品 の登 場人
物 のほ うが,何 度か最前線 に出か け,負 傷 まで したこ とのあ るヘ ミングウ ェ
イが描 く入物 よ りも,戦 闘場面 での描写 が くわ しく,激 烈 で ある。
若者 も他 の兵 士 も自分 を失い,一 時 的に狂乱 したよ うな行動 を とるが,将
校や連 隊長 たち もこの若者 たち同様 「進 め,こ んな ところで ぐず ぐずす るな,
進 むんだ」(`℃omeon!Yehcan'tstayhere.Yehmustcomeon.")(13)と
わ め きち ら した り,小 尉が次 の ようなこ とを言 った りす る。
小尉 は意気 ようようとしていた。彼は戦闘に酔っているようにみえた。
一118一
『赤 い 武功 章 』
彼 は 大 声 で 若 者 に 言 っ た 。 「ま っ た く,お 前 の よ う な あ ば れ 者 が1万 人 も
い れ ば,こ ん な 戦 争 は1週 間 た ら ず で 息 の 根 を と め て や れ る ぞ 。 こ う 言 っ
て,彼 は ひ ど く威 張 っ て 胸 を 突 き 出 した 」(Thelieutenantwascrowing.
Heseemeddrunkwithfighting.Hecalledouttotheyouth:"By
heavens,ifIhadtenthousandwildcatslikeyouIcouldtearth'
stomachoutathiswarinless'naweek!"Hepuffedouthischest
withlargedignityashesaidit.)(14)
若 い初年兵たちも,訓練 を受けた上官も戦闘の真っ最中の精神状態は同 じ
ような ものに描かれている。ここでほめられている若者 にしても,度 を失っ
て,訳 もな く相手に対 して憎 しみ を感 じ,怒 りは陰険で狂暴な亡霊となって
彼にとりつき,彼 は残虐な夢をみていたのである。このようにして,若 者は
普通の田舎の青年か ら勇気ある兵士に成長 していくようにみえる。しかし,
若者の精神状態は戦闘中にだけは,狂気に近 い状態になってしまうのである。
勇気ある兵士になるといっても,若者は敵前逃亡 したことが他の兵士にわか
っているのではないか と思 った り,罪の文字(thelettersofguilt)がちら
つ くのである。そ して,
と き ど き彼 は,負 傷 兵 た ち を う らや ま し そ う な 目つ き で 眺 め た 。 彼 は 傷
だ ら け の 体 を も っ た 者 た ち は,さ ぞ 幸 せ だ ろ う と 想 像 し た 。 そ し て 自分 も
負 傷 し た い,赤 い 勇 気 の し る し が ほ し い と 思 っ た 。(Attimes,heregard-
edthewoundedsoldiersinanenviousway.Heconceivedpersons
withtornbodiestobepeculiarlyhappy.Hewishedthathe,too,had
awound,aredbadgeofcourage.)㈲
とい うことを考 え るので ある。 タイ トル に もなってい るaredbadgeof
courage,つま り負傷 をして若者 は一 人前 の兵士 にな りた いの であ る。相 手 を
何人殺す か とい うよ りも,自 分 が血 を流せ ば戦場 で闘 った証 明 になるか らで
あ る。 「名誉 の戦傷」 に憧れ る若者 は,大 庭勝氏 が言 うよ うに,ひ ど く自己
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中心的 であ り,臆 病 な くせ に戦場 でのは なぱ な しい功 名 を夢み てい る。若 者
の行動 に は自分 の願 い とは ちが って,逃 走 の う しろめたい気持 を もち,負 傷
していな いの に負傷 兵の あいだ に まぎれ こみ,ど こに怪 我 を したか と聞かれ
て誇 りを傷 つ け られ る。⑯ 前 述 した よ うに,そ の ような気持 の ぐらつ きが お
さまり,勇気 もわいてきた頃 に,以 前 の望 み通 りに負傷 させ られ る。それ もな
ぐられてで きた負傷 であ るの は皮 肉だが,と にか く一入前の兵士 とみ られ,
上官 に も認め られ る。
戦 闘が一段落 して撃 ち合 いが ほ とん どや んで,兵 士たちの なかに雑 談す る
ゆ とりがで きて くると,ま た若者 の頭 の 中には微妙 な変化が起 こって くるの
であ る。ふだ んの考 え方 に戻 るのに時間が かか り,彼 は なか なか戦 闘時の精
神状態 か ら脱 出す ることが で きなか ったが,し だい に前 よ りも周 囲の もの に
つ いて理 解で きる ようになる。その後若者 は,自 分 が して きた ことの失敗や
成功 につ いて検 討 しは じめ る。そ して,彼 の 日頃の思考の 「機械」 が動 き を
とめてい た世界,つ ま り羊の よ うにお どおど振 舞ってい た世界 か ら脱 け出 し
て,自 分 の今 までのすべ ての行為 を整 理 してみ ようとす る余裕が で て くる。
他 の兵士が敬意 をは らって話 して くれ る とき,若 者は身振 いす るほど嬉 し
くな り,自 分 は よい働 きを した と感 じる。 しか し,最 初の戦 闘で逃 走 した記
憶 の亡霊(theghostofflight)が目の前 に現われ,踊 るので,顔 が赤 らみ,
「魂 の光が恥ず か しそうにち らち ら した」(TheIightofhissoulflickered
withshame.)(lnのであ る。 そ して,彼 を非難す る幽霊(aspecter)が現れ,
ぼ ろ服 を着 た兵士(thetatteredsoldier)や背の高い兵士(thetallsoldier)
を思 い出 させ,そ の ため に 自分 の秘 密が見破 られ るか も しれ ない と冷 たい汗
が でて くる。一 度は 自分の恥 ずべ き行為が見 つか るはずが ない と確 信す るの
に,戦 闘が静 まってみ る と,ま た幻影 に と りつかれ る。 どんな に別 なこ とを
考 え ようと して も,戦 場 での逃走 の陰 うつ な亡霊が彼 を追 いかけ て くる。若
者 の有頂 天だ った気分 は押 しつ ぶ され,自 分 のあや まちが よみが えって,一
生 この亡霊 に と りつかれ,戦 友 にも心の 中 を見抜かれ て しま うので はないか
とおび える。 しか しなが ら,ま もな く若者 はいつ もの 自己中心 的 な考 え方 を
す るようにな る。
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そ れ で も しだ い に 彼 は,罪 の 意 識 を遠 くへ つ き 放 す 元 気 を 回 復 し た 。 そ
し て つ い に 彼 の 目が,い くつ か の 新 し い 方 向 に 開 か れ た よ う に 思 わ れ た 。
彼 は 以 前 の 信 条 の,ず う ず う し さ と 思 い あ が り を 思 い 出 し て,そ れ を正 し
く見 る こ と が で き る こ と に 気 づ い た 。 彼 は 今 や そ の 考 え を 軽 べ つ し て い る
こ と を 発 見 し て うれ し く思 っ た 。(Yetgraduallyhemusteredforceto
putthesinatadistance.Andatlasthiseyesseemedtoopento
somenewways.Hefoundthathecouldlookbackuponthebrass
andbombastofhisearliergospelsandseethemtruly.Hewasglee-
fulwhenhediscoveredthathenowdespisedthem.)(18)
この よ うに若者 は考 え方 を変 え,確 信 す ると,自 信 がわ いて きて,自 分は
静か に成 長 し,大 人にな り,も はや死 に直面 して もひ るむ ことはない と思 う
ようにな る。若者 は 「戦 争 とい う赤 い病 気」(theredsicknessofbattle)
を退治 して しまった と確 信す る。
(3)
戦争 は時 を経 るにつれ て,ど んな に残酷 な場面や緊 迫 した場面 を描かれて
も,ど こか 自分 には関係 の ない ところで起 こった もの という受 け とめ方 をさ
れ る。現 実 の姿 を写 実的 に描 きなが ら も,作 り物 の ように感 じられて しま う。
戦闘 の場 面 を文字 で効 果的 に伝 え ることはむずか しいか ら,ど う して も人物
の心 の動 きに重 点 をお くことにな る。 『赤 い武功章』 で も,全 編 戦場での戦
闘が描 かれ てい るが,ヘ ン リー ・フ レ ミング を中心 と した兵士 の精 神の変化
が描か れ ている,と い ってよいであ ろう。
この作 品 の戦場 の場 面や兵士 の言動が見事 に描か れて いるのは世評通 りで
ある。 しか し,最 後 の部分 で,若 者が悟 ったよ うな気持 になってい くくだ り
は,話 がで きす ぎてい るよ うな感 じもす る。若者 の心 の傷跡 は,故 郷 に帰 っ
てか らもか な らず残 るはず であ る。そ こまでは描 かず に,ス テ ィーヴ ン ・ク
レイ ンは戦場 での若者 が心 の区切 りをつ けた ところで物語 を終 えて いる。「失
われ た世代」(LostGeneration)の作家 たちは,戦 場 の場面 と ともに,戦 場
か ら帰 還 した兵士 たちの 目標 を失っ た姿 を描 いた。そ して作家 たち 自身が戦
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争 を体験 して いる場合 が多 い。ヘ ミング ウェイの 『日は また昇 る』(TheSun
、41soRises,1926)の主 人公 ジェイク ・バ ー ンズ(JakeBarnes)とロバ ート・
コー ン(RobertCohn),ブイッツジェラル ド(ScottFitzgerald,1896-
1940)の『偉 大なギ ャ ッツビー』(TheGreatGatsby,1925)のギ ャ ッツビー
は退役 軍人 で,彼 らの退廃的 な生 活が描 かれて いる。
現 実 にあった大量 の死が小説 の 中に入って くるこ とはめ った にない。また,
戦 争の陰 で苦 しんでい る家族 の姿が描 かれ るこ とも少 ない。生 と死,人 間社
会 の もっ と も狂 った行為 が戦 争で あ り,戦 争小説 を書 く作家 たち も,そ れ を
テーマ に して戦争 の恐怖 を徹底 して描 こう とす る。 しか し,い ずれ も小説 の
形 にな ると,戦 争が あ ま りに も小 さな もの になって しまってい る。 作品 とし
てま とま りす ぎた り,き れ いご とにな っていた り,死 を描 きなが ら も死 を感
じさせ な い小説 にな っている場合 が多 い。
多 くの国 々で,い つ で も戦 闘 を開始で きる準備 を してあ る一方で,平 和 を
唱 え る矛盾の 中で現代 人は生 きてい る。 いつ,ど こで戦争 が起 こって もおか
し くな い状態 の中で人 間が暮 してい るのは,今 も昔 も変 りがな い。戦 争で一
番被 害 を うけ,苦 しむのは民衆 で ある。国家の 力が ます ます手 に負 えないよ
うにふ くれ上 が ってい くとみ られ る現代 にあ っては,戦 争は 日常生 活の どこ
にで もある時 代 になって しまうのか 。
戦 場 よ りも農場 にい るほ うが,比 べ もの にな らないほ どヘ ンリーの ため に
よい と,説 明す る母親 の説得 も若者 の耳 には入 らない。行政が指揮 して,新
聞で毎 日の ようにあお るので,そ の勢 いにのせ られて しま う若者 を責め るこ
とは で きな い。 ク レイ ンは この若者 の狭 い視 野に見 えるか ぎりの戦場 の情景
を描 きr主 と して彼 の意識の変化 を追 うこ とによって戦争 の現 実 を とらえよ
う とした。
時代 が移 り,交 明が進 んで も,戦 争 の形 が変 るだ けで人間は一向 に戦 争 を
やめ ようとは しない。文学 の世 界 において も次 々とす ぐれた戦争小説 が書か
れ てい く。
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注
① 『ア メ リカ 小 説 の 現 貌 一 ヘ ミ ン グ ウ ェ イ か ら メ イ ラ ー 』(AlfredKazin:BrightBook
ofLife,American/NovelistsandStorytellersノ`romHemingwaytoMailer,佐イ白,大
友,小 田,北 山 訳,文 理,1974)の 第 三 章 「戦 争 小 説 の 衰 退 」(P.79-P.106)に述 べ
られ て い る 。 ノ ー マ ン ・メ イ ラ ー,ジ ェ イ ム ズ ・シ ョウ ン ズ,ジ ョ ウ ゼ フ ・ヘ ラ ー,
カ ー ト ・ヴ ォ ネ ガ ッ ト等 に つ い て,作 品 の テ'一マ を 説 明 し て い る 内 容 の 一 部 で あ る 。
② 「チ ャ ン セ ラ ー ズ ヴ ィル の 戦 闘 」で あ ろ う と い う こ と に つ い て,ハ ロ ル ド ・ハ ン ガ フ
ォ ー ドは 次 の よ う に 書 い て い る 。
ThenameofthebattleinwhichHenryFlemingachievedhismanhoodisne-
vergiveninTheRedBadgeofCoupage.Scholarshavenotagreedthatthebattle
evenoughttohaveaname;somehaveimpliedthatitisapotpourriofepisodes
fromanumberofbattles.Yetanexaminationoftheevidenceleadstothecon-
clusionthatthebattledoeshaveaname‐Chancellorsville.Throughoutthe
book,it.canbedemonstrated,craneconsistentlyusedthetime,theplace,and
theactionsofChancellorsvilleasafactualframeworkwithinwhichtorepresent
theperplexitiesofhisyounghero.(TheRedBadgeofCourage;HaroldHunger-
ford,Norton&Company,Inc.1976,P.157)
③StephenCrane:Thefir/i//terofCourage,RandomHouse,1951,P.5.
●ibid.,P.34.
⑤ibid.,P.82.
Oibid.,P.83.
⑦ibid.,P.130.
●ibid.,P.144.
09ibid.,P.161.
ioibid.,P.162.
iiibid.,P.163.
Oibid.,P.197.
isibid.,P199.
Qibid.,P.181.
i5ibid.,P.99.
⑯ 『ア メ リ カ 小 説 の 展 開 』(高 村 勝 治 ・岩 元 巌 共 編,松 柏 社),1977,P.136.
Oop.cit.P.248.
●ibid.,P.250.
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こ れ ら の 他 にStephenCrane-TheCriticalHeritagebyRichardWeatherford(Rout-
ledge&KeganPaul,1973),AmericanLiteratureandtheExperienceofVietnam
byPhilipD.Seidler(TheUniversityofGeorgiaPress,1982),AmericanWarLit-
erature1914toVietnambyJeffreyWalsh(TheMacmiIlanRressLTD,1982),『ア
メ リ カ 文 学 の 新 展 開 ・小 説 』 一 ア メ リ カ 文 学 研 究 双 書(4)(尾形 敏 彦 編,山 口書 店,1983)
等 を参 考 に し た 。
な お,こ の 小 論 は 昭 和57年 度 佛 教 大 学 学 会 助 成 金 を 受 け た 成 果 の 一 部 で あ る 。
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